第6学年　体育科学習指導案
日　時：平成2９年1１月１４日（火）５校時
場　所：大分市立豊府小学校　体育館
対　象：6年１組３８名（男子２４名　女子１４名）
指導者：Ｔ１  森山　智唆　、Ｔ２  佐藤　充
１．単元名　　「ボール運動」：ゴール型（ハンドボール）
２．単元の目標
○簡易化されたゲームで、ボール操作やボールを受けるための動きによって、攻防をすることができるようにする。（技能）
○運動に進んで取り組み、ルールを守り助け合って運動をしたり、場や用具の安全に気を配ったりすることができるようにする。（態度）
○ルールを工夫したり、自分のチームの特徴に応じた作戦を立てたりすることができるようにする。
（思考・判断）
３．指導にあたって
（１）単元観
　①　指導者からみた特性
ハンドボールは、短いパス交換やロングパス、ドリブルを使って相手陣内に攻め上がり、ゴールにシュートして得点を競い合うゲームである。ボールが小さく片手で操作できるので、ボール操作の技能を習得しやすく、パスやドリブルに加えて、ボールを受ける動きや作戦に基づいた位置取りを意識した運動も展開しやすい。よって、まわりを見ながらプレーしたり友だちとの連携の中で攻めたりする楽しさも味わうことが期待できる。
小学校高学年では、ボール操作とボールを受けるための動きによって攻防できるようにし、中学校１・２年生では、ボール操作と空間に走り込む動きによってゴール前での攻防を展開できるようにすることをねらいとしている。
　②　児童からみた特性
同じゴール型のバスケットボールと比べてゴールが大きく、前方に投げてシュートできるので、ボール運動が苦手な子どもでもシュートが決まりやすく、だれもが得点する楽しさを味わいやすい。また、ボールが小さく軽いので、ボール操作がある程度容易であり、怖さも軽減される。
（２）児童観
本学級の児童は、男子2４名、女子１４名の３８名である。5年生の時はサッカーを基にした易しいゲームで、空いている場所を意識して攻防する学習を経験している。単元の最初はボールに皆が集まる「だんご状態」が見られたが、単元の後半になると空間を意識したポジショニングをとって攻防できるようになっている。
体育アンケートの結果は以下の通りである。
1． 体を動かすことや運動することは好きですか？→①はい３５人　　②いいえ３人
2． 体育の授業は好きですか？　　　　　　　　　→①はい３８人　　②いいえ０人
３．ハンドボールで遊んだ経験はありますか？　→①ある０人　②ほとんどない３８人
　全体的に体育の学習に関する興味・関心が比較的高い結果だった。「１．体を動かすことや運動することは好きですか？」の問いで、「いいえ」と答えた児童３名も、「運動は好きではないけど、体育は楽しいから好き。」と回答している。このことから、普段運動する経験が少ない子や運動を苦手とする子でも、体育の授業に対しては前向きな気持ちで取り組めていることが分かる。　
５年生のボール運動ではサッカーを学習したため、ボールを捕る・投げるといったボール操作に関わる技能の把握はできていないが、４．ハンドボールでは、どんなプレーができるようになりたいですか？の質問で、「ねらった所にボールを投げられるようになりたい。」と回答した子が一番多かったことから、ボール操作への不安や苦手意識をもつ子が多いことが予想される。７時間と短い単元構成なので、１人に１個ボールを準備してボールに触れる機会をできる限り保障していきたい。
（３）指導観
今回行うハンドボールは簡易化されたゲームとして人数やルールを工夫することで多くの得点が生まれる魅力ある教材である。ぜひ、どの子にも得点を取る喜びを感じさせていきたい。シュートを決めるためにはパスを受ける位置取りが大切になる。そこで本単元では、「得点しやすい場所に走りこんでゴールを狙う」ことを単元全体のめあてとして学習を組み立てていく。
まず、オリエンテーションでハンドボールの映像を見せ、ゲームのイメージをつかませる。このときに、本単元の到達像（最終的に目指す子どもの姿）を意識させていきたい。ねらいに近づけるためには、ボール操作できることが前提になるので、単元前半は「ボールの操作に慣れ、縦方向にいるフリーの味方にパスをだして攻める」ことをねらう。ここでは、補助運動に時間をかけ、パスやシュートのための「投げる」「受ける」動きができるようにする。練習では、まず味方を見てフリーな状況であるか確認し、落ち着いてパスを出せるようにタスクゲームの「３対２パスゲーム」（別紙参照）を毎回位置づけ、縦方向にいるフリーの味方へパスを出すコツをつかませていきたい。ゲームではディフェンスが入れないシュートゾーンを設定し、得点できる場所に走り込む意識を身につけさせるとともに、「全員シュートでチームの人数分のボーナス得点」という特別ルールを設け、どの子にもシュートする楽しさを味わわせていきたい。
単元後半は「得点しやすい場所に走りこんでゴールをねらう」ことをねらう。そのために、得点しやすい場所（ゴール近くの守備者と守備者の間にうまれる空間）に走りこむためのチームの作戦と、作戦を成功させるための個人めあてを立てさせる。作戦や個人のめあてに必然性をもたせるための手立てとして、ディフェンスが入れないシュートゾーンを無くし、「オフェンスマン・ハンドボール」ルールを設定する。「オフェンスマン・ハンドボール」とは、攻撃側が数的優位な状況になるように攻撃専門のプレイヤーをおいたルールで、攻撃専門のプレイヤーは、敵陣側のハーフコート内しか動くことができないというものである。常に攻撃側が３対２という数的有利の状況をつくれるため、「得点しやすい場所に走りこんでゴールをねらう」という目指す児童の姿につながる手立てになると考えている。
また、「得点しやすい場所に走りこむ動き」ができているかどうかは自分自身ではなかなか評価できないため、きょうだいチームのペアでお互いに動きを見合い、助言し合うようして進めていく。
作戦については、何も情報がない所から考えるのは困難であることから、最初は例示の中から選ばせる。子どもたちから工夫した作戦が出てくれば、それも採用していきたい。
その他、１人１個軽く小さなボールを準備することや簡単に準備できるゴールなどの用具の工夫、技能レベル（別紙参照）や声かけ例（別紙参照）などの資料提示をして、みんなが楽しく運動できる環境を整えていきたい。
最後は「豊府ハンドボールカップ」と題して、これまでの学習を生かしたゲームをして、みんなでハンドボールを楽しめるようにしていきたい。そこで、本単元の目指す「得点しやすい場所に走りこんでゴールを狙う」攻防が数多く生まれるように学習を組み立てていきたい。
４．単元の評価規準及び学習活動に即した評価規準
	
	運動への関心・意欲・態度
	運動についての思考・判断
	運動の技能

	単元の評価規準
	ボール運動の楽しさや喜びに触れることができるよう、進んで取り組むとともに、ルールを守り助け合って運動をしようとしたり、運動する場や用具の安全に気を配ろうとしたりしている。
	ルールを工夫したり、自分のチームの特徴に合った作戦を立てたりしている。
	簡易化されたゲームで攻防をするためのボール操作やボールを持たないときの動きができる。

	学習活動に即した評価規準
	５年　サッカー
	1 ゲームや練習に進んで取り組もうとしている。
2 励ましの言葉をかけ合うなど、友達と助け合ってゲームや練習をしようとしている。
3 運動する場を整備したり、用具の安全を保持したりすることに気を配ろうとしている。
	1 サッカーのゲームの行い方やルールを知っている。
2 自分のチームの特徴に応じた作戦を立て、振り返っている。
	1 ボールを止める、けるといった基本的なボール操作ができる。
②　ボールを受けることのできる場所に動いてゲームをすることができる。

	
	６年　ハンドボール
	①　ゲームや練習に進んで取り組もうとしたりしている。　　
②　励ましの言葉をかけ合うなど、友達と助け合って練習やゲームをしようとしたりしている。
③　運動する場を整備したり、用具の安全を保持したりすることに気を配ろうとしている。

	①　ハンドボールのゲームの行い方やルールを知っている。
②　自分のチームの特徴に応じた作戦を立て、その有効性について振り返っている
	①パスやシュートをするための「捕る」、「投げる」といった基本的なボール操作ができる。
②得点しやすい場所に走りこんで、攻撃することができる。
③チームの作戦に基づいた位置取りや、パスやシュートによって得点することができる。


５．指導と評価の計画
（１）単元指導計画と評価計画（６年生　ハンドボール）
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（２）指導と評価の計画　２学年分　（５年生：サッカー　全７時間）
	
	時
	めあて・学習活動
	評価計画及び評価方法

	
	
	
	関・意・態
	思・判
	技能

	はじめ　１時間
	めあて　オリエンテーションを通して学習の進め方を知り、課題をつかもう。

	
	１
	学習活動
１　オリエンテーションを通して、学習の進め方を知る
　　・基本のルール、学習の進め方、場の作り方
、チームのメンバーを確認
２　サーキットの方法を知り、実践
３　川渡りドリブル、川渡りパス
４　試しのゲーム（４対４）
	①観察
	
	

	なか　５時間
	めあて　空いている場所に動いてゲームをしよう。

	
	２
	学習活動
１　準備運動、学習課題を確認し、サーキット
２　川渡りドリブル・川渡りパス
３　３対２オフェンス練習
４　４ゴールゲーム
　・きょうだいチームで見合う中でポイントを確認し、チームの課題とその解決方法を考える。
５　振り返り
※個人の学習カードへの記入は、その日の帰りの会の時間に行っていく。
	
	①観察
カード
	

	
	３
	
	②観察
カード
	
	

	
	４
	
	③観察
カード
	
	

	
	５
	
	
	②観察
カード
	

	
	６
	
	
	
	①観察

	おわり１時間
	めあて　これまでに練習してきたことを生かして、サッカー大会をしよう。

	
	　　７
	学習活動＜みんなで工夫してゴールをねらおう＞
１　ウォーミングアップ後、サッカー大会
２　サッカーを通しての気づきや成長について交流
	
	
	②観察


（３）指導と評価の計画　２学年分（６年生：ハンドボール　全７時間）
	
	時
	めあて・学習活動
	評価計画及び評価方法

	
	
	
	関・意・態
	思・判
	技能

	はじめ　１時間
	めあて　　オリエンテーションを通して学習の進め方を知ろう。

	
	①
	１　ハンドボール学習（全７時間）の進め方を知る
　　・ハンドボールの映像を視聴　・基本のルール　・場の作り方
・チーム編成４チーム（２つのチームを合わせて１つのきょう
だいチームとする）
２　サーキットの内容・方法を知り、実践
３　試しのゲーム（４対４）
　　・ゲームの中で感じた課題を出し合わせ、次時につなげていく。
	①観察
ワーク
シート
	
	

	なか　５時間
	めあて　　ボール操作に慣れ、縦方向にいるフリーの味方にパスをだして攻めよう。

	
	　②
	１　準備運動、学習課題を確認
２　サーキット  ①バランスボール当て ②3対２パスゲーム
③三角シュート　　　 ④五角形パスゲーム
３　ゲーム

４　振り返りをする
	
	①観察
ワーク
シート
	

	
	③
	
	②観察
ワーク
シート
	③観察
ワークシート
	

	
	④
	
	
	
	①観察
タブレット

	
	めあて　　得点しやすい場所に走りこんで、ゴールをねらおう。

	
	　　　　　⑤
	１　準備運動、サーキット
２　チームの作戦と個人のめあてを確認
３　ゲーム①（前半）

４　アドバイスタイム　⇒　チーム練習へ
５　ゲーム②（後半）
６　本時のまとめ
　　・チームでゲームの振り返りを行った後、全体で交流。
　　・今日のＭＶＰの紹介
７　整理運動、片づけ
	
	②観察
ワーク
シート
	

	
	⑥　本時
	
	
	
	②観察
タブレット

	おわり １時間
	めあて　これまでに練習してきたことを生かして、豊府ハンドボールカップを楽しもう

	
	　　⑦
	１　ウォーミングアップ後、ゲーム大会（総当たり戦）
２　ハンドボールを通しての気づきや成長について交流
	
	
	③観察
タブレット


６．指導内容及び学習活動に即した評価規準
	運動への関心・意欲・態度
	運動についての思考・判断
	運動の技能

	









	
	









７．本時の展開（６時間目／７時間中）
　（１）本時の目標
　　　“得点しやすい場所”に走りこんでゴールをねらうことができる。
　（２）本時の学習評価
　　　得点しやすい場所に走りこんで、攻撃することができる。（技能②）
　（３）学習過程
	
	学習内容及び学習活動　◆指導上の留意点
	評価方法及び評価規準

	はじめ　６分
	１　準備運動後、サーキット（Ｔ２）
　①バランスボール当」て　②3対２パスゲーム
③三角シュート　　　　④五角形パスゲーム
　※４種類のサーキットを順番に取り組む。
２　本時の評価項目と個人のめあてを確認（Ｔ１）


	

	なか　　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分　　　　　　　　　　　　　　　分
	３　ゲーム①（Ｔ１、Ｔ２）
　
　◆同チーム内の選手同士でペアを組み、①得点しやすい場所に走りこめた回数②シュート数③ゴール数④個人のめあてに応じた動きができたか、以上４つの視点でチェックさせる。
　　（個人の学習カードにチェック・記入）
４　アドバイスタイム（Ｔ２）　⇒　チーム練習へ（Ｔ１、Ｔ２）
◆個人の動きについてペアで振り返りを行った後、チームの作戦に関する振り返りを行い、次ゲームへの課題を持たせる。
◆チームの作戦を達成するためのオフェンス練習をチームごとに取り組ませる。
※練習とゲームをつなげていくには広いスペースが必要なため、コート全面を使ったオフェンス練習に取り組ませる。
５　ゲーム②（Ｔ１、Ｔ２）
◆ペアからのアドバイスやチーム練習で取り組んだ動きを意識して試合に向かわせる。
	

	まとめ
	６　本時のまとめ（Ｔ１）
　◆チームでゲームの振り返りを行った後、全体で交流させる。
　◆今日のＭＶＰの「走りこみ名人」紹介させる。
７　整理運動をし、片づけ（Ｔ１）
	評価方法：観察・タブレット


オリエンテーション





サーキット


場の作り方


試しのゲーム(4対4)





３対２パスゲーム


５角形パスゲーム


３角シュート等


　　　ゲーム





振り返り、整理運動、次回の学習内容の確認





挨拶、準備運動、サーキット、学習課題の確認





ゲーム①


振り返り


チーム練習


ゲーム②





豊府ハンドボールカップ





・人数４人もしくは５人（チーム同士の人数を合わせる）


・審判１人　（最初は教師が行い、状況を見て移行）


・試合は（前半３分＋後半３分）×２セット


・シュートゾーンあり


・全員シュートでチームの人数分のボーナス得点を加える


　※シュートを打った子は帽子を赤色に変える





・人数　４人もしくは５人


・審判１人（児童）


・各チーム５分ずつゲームを進める。


・シュートゾーンなし


・フィールド選手１名は攻撃専門。（リストバンド着用）


・全員得点でチームの人数分のボーナス得点を加える


　※得点した子は帽子を赤色に変える





進んでゲームに取り組み、「汗かく体育」を実践すること





①ゲームや練習に進んで取り組もうとしている。








チームのメンバーに言葉かけをしながら練習やゲームをすること





②励ましの言葉をかけ合うなど、友達と助け合って練習やゲームをしようとしている。





・用具の安全に注意して、準備や片付けをすること。


・安全に気を付けて、コートやゴールを使用すること。





③運動する場を整備したり、用具の安全を保持したりすることに気を配ろうとしている。





・自分のチームの特徴に応じた作戦を選ぶこと


・作戦を意識したプレーができたか振り返ること





②自分のチームの特徴に応じた作戦を立て、その有効性について振り返っている。





ゲームの行い方やルールを理解して活動すること





①ハンドボールのゲームの行い方やルールを知っている。








「胸の前で両手で捕る」、「肩より高い位置から片手で投げる」などの基本的なボール操作をすること





①パスやシュートをするための「捕る」「投げる」といった基本的なボール操作ができる。





得点しやすい場所（ゴール近くの守備者と守備者の間にうまれる空間）に走りこむことができる。





②得点しやすい場所に走りこんで、攻撃することができる。





チームの作戦を意識して得点しやすい場所に走りこみ、パスを受けてシュートなどをすること





③チームの作戦に基づいた位置取りから空いている場所を狙い、パスやシュートによって得点することができる。





１１





１３





１１





めあて：“得点しやすい場所”に走りこんでゴールをねらおう。





評価：得点しやすい場所に走りこんで、攻撃することができる。（技能②）
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・人数　４人もしくは５人


・審判　１名（児童）


・各チーム５分ずつゲームを進める


・シュートゾーンなし


・フィールド選手１名は攻撃専門。（リストバンド着用）


・全員得点でチームの人数分のボーナス得点を加える


　（得点した子は帽子を赤色へ変える）





＜努力を要する児童への手立て＞


　得点しやすい場所に動けない子に対する手立てとして、


①学習カードを通してのアドバイス


②作戦ボード・学習カードを使ってどこに動けば良いか示す。


③試合中の声かけ。（ペア・教師）





＜十分満足＞


　得点しやすい場所にタイミング良く入ってボールを受け、シュートすることができる。





＜おおむね満足＞


　得点しやすい場所（ゴール近くの守備者と守備者の間にうまれる空間 等）に走りこむことができる。





５


分





得点しやすい場所(ゴール近くの守備者と守備者の間に生まれる空間)に走りこむことができていたか。








